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富山ろうさい病院では、毎月、ケーブルテレビ「NICE TV」による行政番組
「まちかど魚津」に、各診療科の医師が出演し、最新の医療情報を提供しています。

放送日程：2026 年 10 月１日～ 10 月 15 日
放送時間：①午前７時　 ②午後１時　③午後５時　  ④午後 10 時

「（仮）膠原病の早期発見と治療について」「（仮）膠原病の早期発見と治療について」
出演者　リウマチ・膠原病内科副部長　小野瀬　崇文
※放送内容・出演者については、変更となる場合があります。

【過去の放送はこちらから】
URL https://www.toyamah.johas.go.jp/movie/

過去の放送はこちらの

QRコードからも確認できます。

近年、日本の医療環境は大きく変化しています。全国的に病院経営の厳しさ

が指摘され、当院でも急性期の病床数の削減と、地域包括ケア病棟や地域包括

医療病棟の導入を行い病床機能の整備を進めてきました。こうした変化に対し、

「急性期の医療が弱くなるのでは」「質が落ちるのでは」と不安を感じた方もお

られるかもしれません。しかし実際にはそうではなく、地域の医療ニーズに合わせ

て「治す治療」から「治し支える医療」に病床機能を高め、これまでと同じ、ある

いはそれ以上の医療の質を維持し、急性期から回復期（包括期）まで必要なと

きに必要な医療を確実に提供できる体制を整えています。これらの体制の整備は、病院の対応力を未

来に向けて強化するための前向きな取り組みです。

＜外科の診療について＞

当院外科では、胃・大腸・肝臓・胆道・膵臓などの消化器疾患を中心に、乳腺、腹壁（ヘルニア）、

肛門疾患など幅広い外科治療を行っています。消化器外科の最大の役割は、手術によって病気を治し、

患者さんに健康を取り戻していただくことです。しかし手術は身体的・精神的負担を伴うことも事実で、

特にがん手術では臓器の機能を失うことで生活の質が変化する場合があります。根治性を追求するこ

とはもちろん重要ですが、同時に患者さんの生活の質

をできる限り保つことも極めて大切です。

高齢化が進む現代では、高齢者のがん手術が増えて

います。高齢者は体力や生活背景が多様で、画一的な

治療では十分な医療とは言えません。患者さん一人ひ

とりのライフスタイルやご家族との関係性まで含めて

「その方にとって最適な治療は何か」を考え、誠実に向

き合い、納得して治療に進んでいただけるよう丁寧な

説明を心がけています。（次頁に続く）
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乳腺診療にも力を入れており、乳がん検診で精密検査が必要と言われた場合も、安心して受診して

いただけます。また高齢化に伴い救急搬送数の増加が予想される中、外科を含めた救急対応力の強化

にも努めています。救急外来の受け入れを断ることはなく、いつでも必要な医療を確実に提供できる

体制を維持しています。

＜低侵襲手術の積極的な導入＞

患者さんの負担を減らすため、当院では腹腔鏡手術を中心とした低侵襲手術を早くから導入してき

ました。胆嚢、胃がん、大腸がん、鼡径・大腿ヘルニアなどの腹腔鏡手術では傷が小さく、術後の痛

みが少ないため早期から体を動かしやすく、リハビリが進みやすいという利点があります。特に筋力

が低下しやすい高齢者にとっては大きなメリットです。可能な限り低侵襲手術を第一選択とし、安全

性と回復の早さを両立させています。

近年注目されるロボット手術については、一部の消化器がん手術を除いては腹腔鏡手術と比べて患

者さん側のメリットは必ずしも大きくないと考えています。

＜小規模病院だからこそできる医療＞

当院の強みは、規模が大きすぎないからこそ可能な「丁寧で密

度の高い診療」です。大規模病院では臓器別診療が進む一方で、

分業化により患者さんの全体像が見えにくくなることがありま

す。当院では医師同士や多職種間の距離が近く、連携が迅速で密

であるため、患者さんの状態を細やかに把握し、その変化にすぐ

対応できます。専門性が組み合わさることで治療の質と安全性も

向上します。

外科治療は手術が終われば終わりではありません。術前の不安、

術後の痛み、食事の調整、体力の回復、再発予防など、生活に密着したケアが重要です。当院では栄

養指導やリハビリを含めた多職種連携により、退院後の生活まで見据えた支援を行っています。顔の

見えるチームが一貫して関わることで、患者さんの生活背景や性格まで踏まえた細やかなフォローが

可能です。

＜地域に根差した外科へ＞

地域の医療機関や介護施設と連携し、必要な医療が確実に届く体制を整えています。気になる症状

があるとき、手術への不安があるとき、どんな小さなことでも構いません。身近で相談しやすい外科

として、これからも「確かな技術」と「温かいケア」を両立させ、当院の指針である“面倒見の良い

病院”を目指して丁寧で確かな医療を提供してまいります。

《院内公開講座》

  日　時  　 令和 8 年 11 月 25 日（水）１４時００分～１４時４５分

  場　所  　� １階総合受付横フロア　�   講　師  　� 当院看護師・メディカルソーシャルワーカー

  テーマ  　� 知って得する情報～感染対策について、介護保険について～

《生活習慣病教室》

  日　時  　 令和 8 年 10 月 28 日（水）１４時００分～１５時００分

  場　所  　� ２階採血室待合フロア　�   講　師  　� 村上糖尿病・内分泌科部長他当院職員

  テーマ  　� 気づく・備える・深める～あなたを守る健康のヒント～

　　　　　�「糖尿病　応用のお」・「糖尿病と災害」・「健康診断受けていますか？～検査データからわか

る生活習慣病のサイン～」

参加される方は、２階外来受付でお声掛けください。

【富山ろうさい病院　院内公開講座・生活習慣病教室のお知らせ】【富山ろうさい病院　院内公開講座・生活習慣病教室のお知らせ】


